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(57)【要約】
体に電気的に接続するための電極リードセット（１０）
を提供する。当該電極リードセットは、近位端部（１４
）と遠位端部（１６）との間に延在する柔軟性リボンケ
ーブルコア（１２）を含む。当該遠位端部は、それぞれ
、電極（２８）を保持するように構成された複数のブラ
ンチ端部（２７）を含む。当該柔軟性リボンケーブルコ
アは、複数のブランチ（２０）に分離することが可能で
あり、それぞれ、分離前において、分離可能な接合部（
２５）により、近接するブランチと接合されている。複
数のブランチのそれぞれは、ブランチ端部のうち対応す
るものを含む。複数のブランチのそれぞれは、リボンケ
ーブルコアの近位端部から、対応するブランチ端部へ、
対応するブランチに沿って延在する略平面状のリボン導
電体（３０）を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体に電気的に接続するための電極リードセットであって、
　近位端部と遠位端部との間に延在する柔軟性リボンケーブルコアを含み、
　上記遠位端部は、それぞれ、電極を保持するように構成された複数のブランチ端部を含
み、
　上記柔軟性リボンケーブルコアは複数のブランチに分離可能であり、当該複数のブラン
チは、分離前においては、それぞれ、分離可能な接合部により、近接するブランチと接合
されており、
　当該複数のブランチのそれぞれは、上記ブランチ端部のうち対応するものを含み、当該
複数のブランチのそれぞれは、上記リボンケーブルコアの近位端部から、対応するブラン
チ端部へ、対応するブランチに沿って延在する略平面状のリボン導電体を含む電極リード
セット。
【請求項２】
　上記ブランチ端部は、それぞれ、上記対応する電極を保持するように構成された電極ハ
ウジングを具備し、
　好ましくは、上記電極ハウジングは、それぞれ、スナップフィットコネクションにより
、上記対応する電極の電気コンタクトと接続するため、第１開口部を備える請求項１記載
の電極リードセット。
【請求項３】
　上記ブランチ端部は、それぞれ、上記対応する電極を保持するように構成された電極ハ
ウジングを具備し、
　上記電極ハウジングは、それぞれ、
　上記対応する略平面状のリボン導電体の遠位端部を受容するための第１開口部と、
　上記対応する電極の電気コンタクトを受容するための第２開口部と、を備え、
　かつ、上記第１開口部及び上記第２開口部は、上記対応する略平面状のリボン導電体の
遠位端部が上記対応する電極の電気コンタクトと電気的に接触して構成されるように、相
対的に配置された請求項１記載の電極リードセット。
【請求項４】
　上記電極ハウジングのそれぞれは、上記対応する第１開口部を略覆うように構成された
カバーを備え、
　好ましくは、上記カバーのそれぞれが、上記対応する略平面状のリボン導電体と、上記
対応する電極の電気コンタクトとの間の電気接続を容易にするため、上記対応する略平面
状のリボン導電体の遠位端部を係合させるように構成された拡張部を備える請求項３記載
の電極リードセット。
【請求項５】
　上記略平面状のリボン導電体のそれぞれがシールドされている請求項１記載の電極リー
ドセット。
【請求項６】
　上記複数のブランチのそれぞれが、
　上記対応する略平面状のリボン導電体と、
　上記略平面状のリボン導電体を少なくとも部分的に被覆する絶縁材料と、
　上記絶縁材料を少なくとも部分的に被覆する導電性材料と、
　上記導電性材料を少なくとも部分的に被覆する絶縁性ジャケットと、を備える請求項１
記載の電極リードセット。
【請求項７】
　上記ブランチ端部が、分離前において、基板コアの遠位端部において配列して保持され
るように上記複数のブランチが構成され、
　当該配列において各ブランチ端部が上記リボンケーブルコアの近位端部から略同じ距離
のところに配置された請求項１記載の電極リードセット。
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【請求項８】
　上記電極リードセットが、使い捨て可能であって一回使用の電極リードセットである請
求項１記載の電極リードセット。
【請求項９】
　上記リボンケーブルコアは、上記近位端部を含むベース部を有し、
　上記ブランチの分離後、各ブランチは、（ａ）上記ベース部においてのみ、近接するブ
ランチに接続され、かつ（ｂ）様々なサイズ及び様々な形状の体のうちの少なくとも一つ
について各ブランチ端部がおよそ同じ位置に配置されるように、他のブランチのそれぞれ
のブランチ端部に対して複数の様々な位置に選択的に配置可能である請求項１記載の電極
リードセット。
【請求項１０】
　体に電気的に接続するための電極リードセットアッセンブリーであって、
　当該アッセンブリーは、近位端部と遠位端部との間に延在する柔軟性リボンケーブルコ
アを含み、
　上記遠位端部は、それぞれ、電極を保持するように構成された複数のブランチ端部を含
み、
　上記柔軟性リボンケーブルコアは複数のブランチに分離可能であり、当該複数のブラン
チは、分離前において、それぞれ、分離可能な接合部により、近接するブランチと接合さ
れており、
　当該複数のブランチのそれぞれは、上記ブランチ端部のうち対応するものを含み、当該
複数のブランチのそれぞれは、上記リボンケーブルコアの近位端部から、対応するブラン
チ端部へ、対応するブランチに沿って延在する略平面状のリボン導電体を含み、
　さらに、当該アッセンブリーは、複数の電極を含み、当該複数の電極は、それぞれ上記
複数のブランチの様々なブランチの対応するブランチ端部により保持されている電極リー
ドセットアッセンブリー。
【請求項１１】
　上記ブランチ端部は、それぞれ、上記対応する電極を保持する電極ハウジングを具備し
、
　好ましくは、各電極は導電性ジェルを含み、当該導電性ジェルは上記対応する略平面状
のリボン導電体の遠位端部と直接接触するように上記電極ハウジングに塗布される請求項
１４記載の電極リードセットアッセンブリー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、電極リードセットに関し、より詳細には生理的情報を計測するため
の電極リードセットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　心電計（ＥＣＧ）システムは、患者の心臓の電気的活動をモニターする。従来のＥＣＧ
システムは、患者の特定の部位に配置される電極を用い、それぞれの鼓動において心臓に
よって発生する電気的インパルスを検出する。一般的には、電気的インパルス若しくは電
気的シグナルは当該電極により検出され、そしてマルチプルケーブル若しくはマルチプル
ワイヤーを介して当該電極から備え付けの（stationary）ＥＣＧモニターに直接伝送され
る。当該ＥＣＧモニターは、様々なシグナル処理及びコンピュータオペレーションを実行
して、未処理の電気シグナルを意味のある情報に変換する。当該情報は、モニターに表示
されるか若しくは医師のレビューのためにプリントアウトされる。
【０００３】
　ＥＣＧ測定は、電極を胸部の異なる位置、さらには腕及び脚などの他の体の部位に取り
付けることにより実行される。過去においては、当該電極のそれぞれは、分離されシール
ドされたリードによりＥＣＧモニターに接続されていた。しかしながら、当該分離された
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リードは、使用中及び／又は当該電極を体の様々な位置に取り付ける間に、時折互いに絡
まることがあった。リード線の絡まりは、電極の取付けをより困難にし及び／又は時間の
浪費となる可能性がある。これにより、診断を遅らせ及び／又はＥＣＧ測定の時間を増加
させそれによりそのコストも増加させる。さらには患者に不便を掛ける可能性がある。リ
ード線の絡まりは、年に一度の健康診断等の定期医療行為においては小さな不便であるか
もしれない。しかしながら、差し迫ったＥＣＧ出力が重要な緊急の状況においては当該絡
まりは生命に拘わる可能性がある。
【０００４】
　電極リードの絡まりを低減するため、いくつかの既知のＥＣＧシステムでは、当該電極
及び対応するリード線が絶縁材シートの中に埋め込まれており、当該絶縁材シートは、患
者の胸部及び／又は他の体の部位に配置される。当該電極は、上記シート内において、固
定された位置、すなわち、絶縁材シートが患者の体に配置されたとき、当該患者の、ＥＣ
Ｇ測定が実行される所望の位置に対応する位置に埋め込まれている。しかしながら、体の
サイズ及び／又は形状は、各患者について大きく異なるため、当該絶縁シートにおいて１
以上の電極の固定された位置は、何人かの患者についてＥＣＧ測定を実行するための所望
の位置に対応しない可能性がある。例えば、高さ６フィートより大きい男性について設計
された絶縁シート内の電極の位置は、高さ約５フィートの女性の体についてＥＣＧ測定を
実行するための所望の位置とは一致しない可能性がある。したがって、異なる体のサイズ
及び／又は形状について異なる絶縁シートが設計されることとなり、これにより絶縁シー
トのコスト並びにＥＣＧ測定を実行するためのコストが増加する可能性がある。
【０００５】
　さらに、いくつかの既知のＥＣＧシステムのリード線は、一般的にはＥＣＧリードセッ
トのフィールドライフに亘って多数の異なる患者に何回も再使用される。患者間の伝染病
の伝染を防止するため、当該電極とリード線は使用と使用との間に殺菌される。しかしな
がら、人間若しくは機械のエラーのため、当該消毒作業は時折電極及び／又はリード線を
完全には殺菌できない場合がある。いくつかのケースでは、消毒作業は完全に忘れられる
可能性がある。結果として、ＥＣＧ電極リードセットを再使用することにより引き起こさ
れる患者間の感染は、医療サービス提供者間の関心事となってきている。患者の幸福に対
する一般の関心に加えて、患者間の感染に起因する和解及び／又は訴訟は、医療サービス
提供者にとって費用が掛かる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、異なるサイズを有し及び／又は異なる形状を有する患者の体に適合し、及
び／又は患者間の感染を減少させることを容易にする、絡まる可能性の低いリード線を有
する電極リードセットに対するニーズが存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　ある形態において、体に電気的に接続するための電極リードセットを提供する。当該電
極リードセットは、近位端部と遠位端部との間に延在する柔軟性リボンケーブルコアを有
する。当該遠位端部は、それぞれ電極を保持するように構成された複数のブランチ端部を
有する。当該柔軟性リボンケーブルコアは、複数のブランチに分離することが可能である
。これらは、それぞれ、分離前において、分離可能な接合部により、近接するブランチと
接合されている。複数のブランチのそれぞれは、ブランチ端部のうち対応するものを含む
。複数のブランチのそれぞれは、リボンケーブルコアの近位端部から、対応するブランチ
端部へ、対応するブランチに沿って延在する略平面状のリボン導電体を有する。
【０００８】
　他の形態では、体に電気的に接続するための電極リードセットアセンブリを提供する。
当該電極リードセットアセンブリは、近位端部と遠位端部との間に延在する柔軟性リボン
ケーブルコアを有する。当該遠位端部は、複数のブランチ端部を有する。当該柔軟性リボ
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ンケーブルコアは、複数のブランチに分離することが可能である。これらは、それぞれ、
分離前において、分離可能な接合部により、近接するブランチと接合されている。複数の
ブランチのそれぞれは、ブランチ端部のうち対応するものを含む。複数のブランチのそれ
ぞれは、リボンケーブルコアの近位端部から、対応するブランチ端部へ、対応するブラン
チに沿って延在する略平面状のリボン導電体を有する。複数の電極が、それぞれ、当該複
数のブランチの各ブランチの対応するブランチ端部により保持されている。
【０００９】
　他の形態では、体に電気的に接続するために電極リードセットを提供する。当該電極リ
ードセットは、近位端部と遠位端部との間に延在する柔軟性リボンケーブルコアを有する
。当該遠位端部は、それぞれ電極を保持するように構成された複数のブランチ端部を有す
る。当該柔軟性リボンケーブルコアは、複数のブランチに分離することが可能である。こ
れらは、それぞれ、分離前において、分離可能な接合部により近接するブランチと接合さ
れている。当該複数のブランチのそれぞれは、ブランチ端部のうち対応するものを有する
。分離前において、当該複数のブランチは、ブランチ端部が、基板コアの遠位端部におい
て配列して保持されるように構成されている。当該配列内の各ブランチ端部は、上記リボ
ンケーブルコアの近位端部から同じ距離のところに配置されている。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、ある実施の形態に係る、体に電気的に接続するための電極リードセット
の上面図である。
【図２】図２は、図１に示された電極リードセットの、図１の２－２ラインに沿った断面
図である。
【図３】図３は、図１に示された電極リードセットの一部の斜視図であり、ある実施の形
態に係る電極リードセットの電極ハウジングを示している。
【図４】図４は、別の実施の形態に係る電極ハウジングの部分拡大斜視図である。
【図５】図５は、別の実施の形態に係る電極リードセットの上面図である。
【図６】図６は、さらに別の実施の形態に係る電極リードセットの上面図である。
【図７】図７は、図１に示された電極リードセットの一部の上面図であり、ある実施の形
態に係る、電極リードセットのブランチ間の分離可能な接合部を示している。
【図８】図８は、図１に示された電極リードセットの斜視図であり、電極リードセットの
ブランチが分離されているところを示している。
【図９】図９は、本明細書において記載され例示されたある実施の形態に係る電極リード
セットの具体例を使用する方法を例示している。
【図１０】図１０は、ある実施の形態に係る心電計（ＥＣＧ）システムの概略図であり、
当該システムとともに本明細書において記載され例示された電極リードセットが使用され
る。
【図１１】図１１は、別の実施の形態に係る心電計（ＥＣＧ）システムの概略図であり、
当該システムとともに本明細書において記載され例示された電極リードセットが使用され
る。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、ある実施の形態に係る電極リードセット１０の平面図である。電極リードセッ
ト１０は、近位端部１４から遠位端部１６まで長さＬ１に亘って延在する柔軟性リボンケ
ーブルコア１２を含む。遠位端部１６は、以下に、より詳細に説明するように、複数の電
極ハウジング１８を有する。リボンケーブルコア１２は、当該リボンケーブルコア１２の
全長の一部に亘って分離可能であり、複数のブランチ２０が規定される。特に、リボンケ
ーブルコア１２は、ベース部２２を有し、当該ベース部２２は、近位端部１４と、当該ベ
ース部２２から遠位端部１６まで延在するブランチ部（branch portion）２４と、を有す
る。リボンケーブルコア１２は、分離可能な接合部２５に沿って分離され複数のブランチ
２０とすることが可能である（図６）。分離可能な接合部２５は、ブランチ部２４の全長
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の一部に亘って延在する。各ブランチ２０は、対応する電極ハウジング１８と、上記ベー
ス部２２から当該電極ハウジング１８を含む対応するブランチ端部２７まで延在する茎状
部（stem）２６と、を有する。別の態様においては、１以上のブランチ２０が電極ハウジ
ング１８を含まない。各ブランチ２０は、電極２８を保持するように構成されている。例
えば、当該実施の形態において、以下に、より詳細に説明するように、電極ハウジング１
８はそれぞれ電極２８を保持する。以下に、より詳細に説明するように、電極２８は、体
の生理的情報を計測するため体の異なる位置に配置されるように構成されている。
【００１２】
　リボンケーブルコア１２は、電極リードセット１０を本明細書において記載されている
ように機能させることができれば如何なる適当なサイズ及び／又は形状を有しても良い。
当該実施の形態において、リボンケーブルコア１２は略平面状であるが、当該コア１２は
平面状である必要はない。
【００１３】
　図２は、図１の２－２ラインに沿った、リボンケーブルコア１２の断面図である。以下
、図１及び２を参照する。リボンケーブルコア１２の各ブランチ２０は、略平面状でリボ
ン状の導電体３０を含み、これは、本明細書においてはリボン導電体３０若しくは略平面
状のリボン導電体と称する。各リボン導電体３０は、近位端部１４と遠位端部１６との間
において、リボンケーブルコア１２の全長に亘って延在する。各リボン導電体３０は、そ
れぞれの茎状部２６の全長に亘って、そしてベース部２２の全長の少なくとも一部に亘っ
て延在する。以下に、より詳細に説明するように、リボン導電体３０のそれぞれは、対応
する電極２８に電気的に接続され、電極２８とモニタリング装置若しくは他の電気機器（
具体的には、図１０に示す心電計（ＥＣＧ）モニタリングデバイス１００２及び／又は図
１１に示す手持ち式患者モニター１１０２）との間を電気的に接続する。当該モニタリン
グ装置若しくは他の電気機器は、以下に、より詳細に説明するように、近位端部１４にお
いてベース部２２に接続される。
【００１４】
　当該実施の形態において、リボン導電体３０のそれぞれは、その全長の一部に亘ってシ
ールドされる。当該リボン導電体３０は、以下に限定されるわけではないが、例えば図２
に示すような適切な配置、構成、構造、手段等を用いてシールドしても良い。特に、当該
実施の形態において、各リボン導電体３０は、以下に限定されるわけではないが、例えば
ポリ塩化ビニル、ポリエチレン及び／又はエレクトロダッグ（登録商標）１０１５（ミシ
ガン州ポートヒューロンのアチェソンコロイド社から商業的に入手可能である）等の適切
な絶縁材料３２により少なくとも部分的に被覆されていても良い。絶縁材料３２は、導電
性材料３４により少なくとも部分的に被覆されており、導電性材料３４は、電気的絶縁性
ジャケット３６により少なくとも部分的に被覆されている。絶縁材料３２、導電性材料３
４、及びジャケット３６は、それぞれ、対応する電極ハウジング１８から、対応するブラ
ンチ２０の全長に亘って、対応する茎状部２６に亘って、そして、ベース部２２の少なく
とも一部に亘って延在する。
【００１５】
　各ブランチ２０は、電極リードセット１０を本明細書に記載されているように機能させ
ることができる適切な厚さＴ、以下に限定されるわけではないが、例えば、約０．０４０
インチ（１．０１６ミリメートル）～約０．０８０インチ（２．０３２ミリメートル）の
厚さを有していても良い。さらに、リボン導電体３０、絶縁材料３２、導電性材料３４及
びジャケット３６のそれぞれの厚さを、各ブランチ２０の全厚さＴが所望の厚さとなるよ
うに、及び／又は所望のレベルのシールディングが可能となるように選択しても良い。リ
ボン導電体３０は、当該リボン導電体３０が、電極２８をモニタリングデバイス若しくは
他の電気機器に対して電気的に接続させることができ、及び／又は、電極リードセット１
０を本明細書において記載されているように機能させることができる限り如何なる適当な
導電材料、以下に限定されるわけではないが、例えば銀、金、銅、他の金属性導電体、非
金属性導電体等から構成されていても良い。当該導電材料３４は、上記リボン導電体３０
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のシールディングを容易にし、及び／又は当該電極リードセット１０を、本明細書に記載
されているように機能させることができる限り如何なる適切な導電体材料、以下に限定さ
れるわけではないが、例えば、銀、アルミニウム、銅、他の金属性導電体、非金属性導電
体、導電性インク、他の導電性コーティング等から構成されていてもよい。ジャケット３
６は、リボン導電体３０の絶縁及び／又はシールディングを容易にし、及び／又は当該電
極リードセット１０を、本明細書に記載されているように機能させることができる限り如
何なる適切な絶縁材料、以下に限定されるわけではないが、例えば、ポリエステル（具体
的には、マイラー（登録商標））、ポリ塩化ビニル、熱可塑性エラストマー、及び／又は
、ポリイミド（具体的には、カプトン（登録商標））から構成されていても良い。絶縁材
料３２、導電材料３４及び／又はジャケット３６の材料は、所望のシールディングレベル
に達するように選択しても良い。
【００１６】
　図３は、電極リードセット１０の一部の斜視図であって、本実施の形態に係る電極ハウ
ジング１８を示している。各電極ハウジング１８は、ボディ３８を備え、当該ボディ３８
は、一対の対峙する端面４０と４２との間に延在する側壁３９を有する。対応する電極２
８は、端面４２において当該ハウジングにより保持される。各電極ハウジング１８のボデ
ィ３８は、略円状に図示されているけれども、如何なる形状を有していても良い。当該ボ
ディ３８は、対応する電極２８の電気コンタクト４６を受容するため、端面４２において
開口部４４を有する。ボディ３８はまた側壁３９に開口部４８を有し、この開口部４８は
、端面４０を通って延びるボディの内側において開口部５０を横切る。対応するリボン導
電体３０の遠位端部５２は、開口部４８を介して開口部５０へと延びる。任意ではあるが
、ボディ３８は、リボン導電体の開口部５０への配置をガイドするため、及び／又は、開
口部５０においてリボン導電体３０の遠位端部５２を適切な場所に保持するため、開口部
５０内において１以上のガイド５４を備える。開口部４４、４８、５０は、対応する電極
２８の電気的コンタクト４６が、リボン導電体３０の遠位端部５２に係合し、それにより
電気的コンタクト４６が当該遠位端部５２に電気的に接続されるように、相対的に配置さ
れる。リボン導電体３０の遠位端部５２は、以下に限定されるわけではないが、例えば接
着剤、吸着剤、及び／又はスナップフィット配置（snap-fit arrangement）等の適切な構
造、手段等を用いて、開口部５０内に保持してもよい。
【００１７】
　任意ではあるが、ボディ３８は、図３に示すオープンポジション５８と、（図１に示す
）クローズドポジション６０との間を移動可能なカバー５６を有する。当該クローズドポ
ジション６０において、カバー５６は、実質的に開口部５０をカバーする。当該実施の形
態において、カバー５６は、オープンポジション５８とクローズドポジション６０との間
でカバー５６の移動を可能とするヒンジ６２を有する。しかしながら、カバー５６は、当
該カバー５６をオープンポジション５８とクローズドポジション６０との間で移動させる
ことができる如何なる他の構造、手段等を有していても良い（カバー５６は、当該実施の
形態のように、オープンポジション５８においてボディ３８に取り付けられたままであっ
てもよいし、取り付けられたままでなくてもよい）。カバー５６は、対峙する側面６４、
６６を有する。側面６４は、カバー５６がクローズドポジション６０にある時、拡張部（
extension）６８が、対応するリボン導電体３０の遠位端部５２の一部と係合し、これに
力を付勢し、これにより、遠位端部５２を、対応する電極２８の電気的コンタクト４６と
係合するように保持することを容易にし、そしてそのことにより当該電気的コンタクト４
６に対する電気接続を容易にする。任意ではあるが、拡張部６８は、上記係合を容易にす
ることに加えて、対応するリボン導電体３０の遠位端部５２が、対応する電極の電気的コ
ンタクト４６と係合するように遠位端部５２を移動させる。ある実施の形態では、拡張部
６８は、対応するリボン導電体の遠位端部５２を開口部５０内において保持することを容
易にする。カバー５６は、電極リードセット１０の使用中、当該カバー５６をクローズド
ポジション６０に保持することができる適切な構造、手段等を用いて、以下に限定される
わけではないが、例えば、ラッチ（不図示）及び／又は端面４０におけるボディ３８の一
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部とのスナップフィット接続を用いて、クローズドポジション６０において固定しても良
い。
【００１８】
　電極ハウジング１８の形状、構成、構造等、並びに本明細書において記載され及び／又
は例示された他の代替の形状、構成、構造等は単に例示である。電極ハウジングは、本明
細書において記載され及び／又は例示された形状、構成、構造等に限定されるわけではな
い。むしろ、電極ハウジングは、本明細書において記載され及び／又は例示された電極リ
ードセットの具体例が、本明細書において記載されているように機能する限り、如何なる
適切な形状、構成、構造等を有してもよい。図４は、別の実施の形態に係る電極ハウジン
グ３１８を示している。電極ハウジング３１８は、一対の対峙する端面３４０と３４２と
を有するボディ３３８を備える。対応する電極３２８は、端面３４２において当該ハウジ
ングにより保持される。当該実施の形態において、電極３２８は、電極ハウジングボディ
３３８の端面３４２に直接塗布される導電性ジェル（以下に説明する）である。しかしな
がら、適切なタイプの電極３２８は、電極ハウジング３１８とともに使用され、電極ハウ
ジング３１８により保持されていても良い。電極ハウジング３１８のボディ３３８は、略
円状に図示されているけれども、如何なる形状を有していても良い。ボディ３３８は、端
面３４２に開口部３４４を有し、さらに、対応する茎状部２６の一部を内部に受容する開
口部３４８を有する。対応するリボン導電体３０の遠位端部５２は、開口部３４８を介し
て、ガイド３４９に沿って、開口部３４４へと延びる。当該実施の形態において、電極３
２８は、リボン導電体３０の遠位端部５２と直接係合し、そのため遠位端部５２と直接電
気的に接続される。別の態様では、電極３２８は、電極３２８の電気的コンタクト（不図
示）を介して、リボン導電体３０の遠位端部５２と間接的に電気的に接続しても良い。リ
ボン導電体３０の遠位端部５２は、以下に限定されるわけではないが、例えば、接着剤、
吸着剤、及び／又はスナップフィット配置等の如何なる適切な構造、手段等を用いて、開
口部３４４内で保持しても良い。当該実施の形態においては、遠位端部５２は、以下に記
載されるカバー５６により少なくとも部分的に当該開口部内において保持される。
【００１９】
　任意ではあるが、ボディ３３８は、図４に示すオープンポジション３５８とクローズド
ポジション（不図示）との間を移動可能なカバー３５６を有する。クローズドポジション
において、カバー３５６は実質的に開口部３４４をカバーする。当該実施の形態において
、カバー３５６は、オープンポジションとクローズドポジションとの間でカバー３５６の
移動を可能とするヒンジ３６２を有する。しかしながら、カバー３５６は、当該カバー３
５６をオープンポジションとクローズドポジションとの間で移動させることができる、他
の如何なる適切な構造、手段等を有していても良い（カバー３５６が、当該実施の形態の
ようにボディ３３８に取り付けられたままであってもよいし取り付けられたままでなくて
もよい）。カバー３５６は、対峙する側面３６４、３６６を有する。側面３６４は拡張部
３６８を有し、当該拡張部３６８は、カバー３５６がクローズドポジションにあるとき拡
張部３６８が、対応するリボン導電体３０の遠位端部５２の一部に係合し、そして遠位端
部５２の一部に力を付勢するように配置され、それにより遠位端部５２を電極３２８と係
合するように保持することが容易となり、そしてそのため電極３２８への電気的接続が容
易となる。任意ではあるが、拡張部３６８は、上記係合を保持することを容易にすること
に加えて、対応するリボン導電体３０の遠位端部５２が電極３２８と係合するように当該
遠位端部５２を移動させる。いくつかの実施の形態では、拡張部３６８は、対応するリボ
ン導電体３０の遠位端部５２を開口部３４４内において保持することを容易にする。カバ
ー３５６は、当該電極リードセットの使用中カバー３５６をクローズドポジションに保持
することができる適切な構造、手段等を用いて、例えば、以下に限定されるわけではない
が、ラッチ（不図示）及び／又は端面３４０におけるボディ３３８の一部とのスナップフ
ィット接続を用いて、クローズドポジションに固定しても良い。
【００２０】
　再度、図１を参照する。電極２８は、それぞれ、電極２８を本明細書において記載され
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たように機能させることができる適切なあらゆるタイプの電極、以下に限定されるわけで
はないが、例えば既知のＥＣＧ電極及び／又は現在知られていない適切な電極等であって
もよい。例えば、電極２８は、以下に限定されるわけではないが、導電性の金属若しくは
他の略固体の材料を含むタイプ及び／又は導電性の流体若しくはジェルを含むタイプであ
ってもよい。当該実施の形態において、電極２８は、電気的コンタクト４６がスナップフ
ィットコンタクトである従来のスナップフィット電極２８である。当該スナップフィット
コンタクトは、電極２８の本体から外へ突出し、かつ電気的コンタクト４６と、開口部４
４を規定するボディ３８の一部との間のスナップフィット接続を用いて、電極ハウジング
１８のボディ３８と接続する。適切な電極２８の他の具体例には、例えば、以下に限定さ
れるわけではないが、従来のテープ電極、従来のタブ電極、導電性パッド及び／又は膜内
に導電性流体若しくは導電性ジェルを含む電極等が含まれる。電極２８の他の具体例には
、電極ハウジング１８の端面４２に直接塗布された導電性流体若しくは導電性ジェルが含
まれる（具体的には、電極ハウジング３２８の端面３４２に直接塗布された図４に示され
た電極３２８）。導電性パッド、従来のスナップフィット電極、従来のテープ電極、従来
のタブ電極、導電性流体若しくは導電性ジェルを含む膜、電極ハウジング１８の端面４２
に直接塗布された導電性流体若しくは導電性ジェルは、例えば開口部４４を介して、対応
するリボン導電体３０の遠位端部５２に直接接続されても良いし、又は、介在する電気的
コンタクト（不図示）を介して、対応するリボン導電体３０の遠位端部５２に電気的に接
続されてもよい。当該実施の形態に係るスナップフィット接続に加えて若しくはこれに代
えて、電極２８を、適切な構造、手段等を用いて、例えば、以下に限定されるわけではな
いが、吸着剤及び／又は接着剤を用いて電極ハウジング１８の端面４２に接続してもよい
。ある実施の形態において、当該接着剤は、導電性接着層、例えば、以下に限定されるわ
けではないが、銀エポキシであってもよいし、若しくはこれを含んでいるものであっても
良い。
【００２１】
　ある実施の形態では、リボンケーブルコア１２を複数のブランチ２０に分離する前にお
いて、各電極ハウジング１８がリボンケーブルコア１２の近位端部１４からおよそ同じ距
離若しくは長さＬ１のところに配置されるようなパターンを有するアレイ７０において電
極ハウジング１８が保持される。本明細書において使用されているように、用語「アレイ
」には、電極ハウジング１８の規則正しい配置が含まれても良いし、及び／又は、ランダ
ムな電極ハウジング１８、規則正しい電極ハウジング１８、若しくはランダムと規則正し
いとのコンビネーションである電極ハウジング１８が集合したものが含まれても良い。電
極ハウジング１８は、適切な構造、手段等を用いて、例えば、以下に限定されるわけでは
ないが、接着剤；電極ハウジング１８の少なくとも一部を囲む及び／又は当該ハウジング
１８に近接する各茎状部２６の一部を囲むバンド（不図示）；各電極ハウジング１８、各
電極２８、及び／又は当該ハウジング１８に近接する各茎状部２６の一部と接続され共有
されたベース（不図示）；及び／又は、近接するハウジング１８同士の間、ハウジングに
近接する各茎状部２６の一部同士の間（以下に限定されるわけではないが、各茎状部２６
に沿ってさらにハウジング１８まで延びる分離可能な接合部２５等（図７））、及び／又
はハウジング１８と近接する茎状部２６との間の分離可能な接合部（不図示）等を用いて
アレイ７０に保持しても良い。当該ベースには、当該ベースがハウジング１８をアレイ７
０に保持することを可能とする如何なる適切な構成、配置、構造、手段等、以下に限定さ
れるわけではないが、各電極２８に取り外し可能に取り付けられたシート等が含まれても
良い。分離可能な接合部には、当該分離可能な接合部がハウジング１８をアレイ７０に保
持することを可能とする如何なる構成、配置、構造、手段等、以下に限定されるわけでは
ないが、穿孔されたテープ、及び／又は、適切なサイズ、形状、間隔及び／又は頻度の点
線等が含まれていても良い。
【００２２】
　アレイ７０のパターン、並びに本明細書において記載され及び／又は例示された別の代
替のパターンは単に例示である。電極ハウジングは、均一のパターン、階段状のパターン
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、対称のパターン、図１、５及び６のそれぞれに示されたアレイ７０、１７０、２７０の
特定のパターン、若しくは本明細書において記載され及び／又は例示された他のあらゆる
具体的なパターンに限定されるわけではない。むしろ、電極ハウジングは、本明細書にお
いて記載され及び／又は例示された電極リードセットの具体例が本明細書において記載さ
れたように機能することを可能とする如何なる適切なパターンを有していても良い。
【００２３】
　図５は、別の実施の形態に係る電極リードセット１１０を例示している。ブランチ１２
０のそれぞれは、分離する前において、例えばアレイ７０（図１）において説明したよう
に、アレイ１７０に電極ハウジング１１８が保持されるように、同じ長さを有する茎状部
１２６を有する。ここで、アレイ１７０においては、電極ハウジング１１８のペアー１１
８ａ、ｂ、ｃ、ｄ、及びｅは、リボンケーブルコア１１２の中央長手方向軸１８６の両サ
イド１８２及び１８４において、Ｃ字が形成される位置に配置される。
【００２４】
　図６は、さらに別の実施の形態に係る電極リードセット２１０を例示する。リボンケー
ブルコア２１２を複数のブランチ２２０に分離する前において、複数の電極ハウジング２
１８は、例えば、アレイ７０に関して説明したように、階段状のアレイ２７０に保持され
ている。当該階段状のアレイ２７０には、（ベース部２２２に対して）最外のハウジング
２１８ａ、最内のハウジング２１８ｃ、及び最外のハウジング２１８ａと最内のハウジン
グ２１８ｃの間に保持された中間のハウジング２１８ｂがそれぞれ含まれる。最外のハウ
ジング２１８ａが、リボンケーブルコア２１２の近位端部２１４から測定してある距離に
、若しくは長さＬ２のところに離間された階段状の位置にハウジング２１８ａ～ｃが配置
される。連続するハウジング２１８ｂ及び２１８ｃはそれぞれ近位端部２１４により近い
距離のところに配置される。これらは、それぞれ長さＬ３及びＬ４により示され、徐々に
より近くなっている。ハウジング２１８ｃに接続された茎状部２２６は、リボンケーブル
コア２１２のサイド２１９の一部を構成する。階段状のアレイ２７０において、連続する
ハウジング２１８ｂ及び２１８ａ（リボンケーブルコア２１２の遠位端部２１６への方向
に向かう）のそれぞれに接続された茎状部２２６は、少なくとも部分的に、階段状のアレ
イ２７０における前述のハウジング２１８に接続された茎状部２２６を包囲する。
【００２５】
　再度、図１を参照する。上述のように、リボンケーブルコア１２のブランチ２０は、分
離可能な接合部２５（図７）により近接するブランチのその全長の少なくとも一部に亘っ
て接合されている。茎状部２６に沿って接合されているように示されているけれども、茎
状部２６に沿った分離可能な接合部２５に加えて若しくはこれに代えて、各ブランチ２０
は、その如何なる部分においても近接するブランチ２０のそれぞれに分離可能に接合され
ていてもよい。さらに、分離可能な接合部２５には、リボンケーブルコア１２を複数のブ
ランチに分離することができるあらゆる適切な構成、配置、構造、手段等が含まれていて
も良い。例えば、図７は、各茎状部２６の全長の少なくとも一部に亘って点線７２が設け
られた実施の形態の分離可能な接合部２５を示す。近接する茎状部２６は、各点線７２間
に延在する連結部分を裂くことにより分離することができる。点線７２は、図７において
例示されたものに加えて若しくはこれに代えて、あらゆる適切なサイズ、形状、間隔、及
び／又は頻度を有していても良い。当該実施の形態に係る分離可能な接合部２５は単に例
示である。近接するブランチ２０間の接続は点線７２に限られず、むしろブランチ２０は
、近接するブランチ２０との間の分離可能な接続を可能とするあらゆる適切な構造及び／
又は手段を用いて接合しても良い。例えば、近接するブランチ２０は、上記に加えて又は
これに代えて穿孔されたテープを使用して一体に接続しても良い。さらに、茎状部２６は
、それらの長さ方向に沿って、接続されてもよく、如何なる数及び位置であってもよい。
【００２６】
　図１、５及び６において示された具体的な配置により、電極ハウジング及び電極を、ア
レイ７０、１７０、２７０のそれぞれにおいて示されるように一体に配置することができ
る。蜘蛛の巣状の配置は、複数の電極リードセットを作製するために使用される材料の量
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を低減することができ製造コストを削減することが容易となるであろう。上述のように、
図１、５、及び６に示す配置は単に例示である。ブランチ及び対応する電極ハウジング並
びに電極は、電極リードセットを本明細書に記載されたように機能させることを可能とす
る他の適切な相対配置を有していても良い。例えば、蜘蛛の巣状の配置は、体の所望の位
置に電極を配置することを容易にするために、及び／又は、製造時間、複雑さ、困難さ、
及び／又はコストの低減を容易にするために、選択しても良い。
【００２７】
　図１及び８を参照する。作業中において、リボンケーブルコア１２のベース部２２は、
患者の体（図１若しくは８には示されていない）の上に若しくはこれに近接して配置され
る。電極２８が患者の体に配置される前においては、ブランチ２０は、分離可能な接合部
２５（図７）により近接する各ブランチ２０に接合されている。各ブランチ２０は、ブラ
ンチ２０との間の分離可能な接合部２５を裂くことにより近接するブランチ２０から分離
することができる。一旦分離されると、ブランチ２０は、患者の体の所望の位置に、対応
する電極２８が配置されるように操作することができる。各ブランチ２０は、他のブラン
チ２０から分離することができるため、ブランチ２０の茎状部２６は、電極２８を配置し
ている間に絡まる可能性は低い。ブランチ２０は絡まる可能性が低いけれども、ブランチ
２０のいくつかは電極２８が所望の位置に配置されるとき重なり合っているかもしれない
。いくつかの実施の形態では、電極ハウジング１８及び／又は茎状部２６は、対応する電
極が患者の体上において所望の位置にくることを示す印（不図示）を含む。
【００２８】
　図８は、電極リードセット１０を示している。ここでは、近接するブランチ２０の各対
の分離可能な接合部２５（図７）が分離されている。一旦ブランチ２０が他のブランチ２
０から分離されると、ブランチ２０は、ベース部２２のみにより他のブランチ２０と接続
される。リボンケーブルコア１２は概して柔軟であり、ブランチは、（分離後は）ベース
部２２のみにより互いに接続されるため、茎状部２６は各電極ハウジング１８及び各電極
２８が他の電極２８に対して複数の異なるポジションに選択的に配置可能となるように、
それらの長さ方向に対して湾曲させることができる。特に、電極２８の相対的配置は選択
可能であり、各電極２８が、他の電極２８の位置に実質的に影響を受けないように独立し
て配置することができる。したがって、電極２８は様々な相対的位置に配置可能であり、
異なる患者の体のサイズ及び／又は形状に適合させることが容易となる。例えば、ある患
者の腕及び脚に配置された複数の電極２８は、別の患者の腕及び脚の同じ場所に電極２８
が配置されたときと相対的な位置が異なる可能性がある。各電極２８を選択的に相対的に
配置することにより、異なる患者に対して電極セット１０を使用する際の柔軟性を大きく
することができる可能性がある。
【００２９】
　ブランチ２０は、電極２８を体の所望の位置に配置することを可能とする限り如何なる
適切な構成、配置、パターン等を有していても良い（図７に示されるように、分離可能な
接合部２５により接合されるとき若しくは分離されるとき）。例えば、電極リードセット
１０は、体の複数の位置において複数の電極２８を配置するため複数のブランチ２０を有
していても良い。図１及び８の実施の形態において、電極リードセット１０は、ＥＣＧシ
ステム（具体的には、図１０に示されるＥＣＧシステム１０００）内において使用される
ため、５つのブランチ２０を有する。例えば、５つのブランチ２０のうち４つの電極２８
が、患者の体の異なる肢体（具体的には、両腕及び両足）に配置されるように構成され、
そして、５つのブランチ２０のうち１つが、体の胸部領域に配置されるように構成されて
いる。別の実施の形態に係る電極リードセット１０の具体例は、３つのみのブランチ２０
を有し、これは、３つのブランチ２０の電極２８が、体の異なる肢体（具体的には両腕及
び左足）に配置されるように構成されたＥＣＧシステム内において使用される。他の実施
の形態の電極リードセット１０のさらに別の具体例においては１０個のブランチが含まれ
、６つのブランチ２０の電極２８が、体の胸部の異なる６つの位置（具体的には、アメリ
カ心臓協会（ＡＨＡ）の所定のＥＣＧ前胸位置Ｖ１、Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４、Ｖ５、及びＶ６
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、若しくは国際電気標準会議（ＩＥＣ）の所定のＥＣＧ前胸位置Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４

、Ｃ５及びＣ６）に配置されるように構成され、そして、４つのブランチ２０の電極２８
が、体の異なる肢体（ＡＨＡの所定の位置ＲＡ、ＬＡ、ＲＬ及びＬＬ、若しくはＩＥＣの
所定の位置Ｒ、Ｌ、Ｎ及びＦ）に配置されるように構成されている。他の実施の形態に係
る電極リードセット１０のさらに別の具体例は、ＥＣＧシステム内において使用するため
１２個のブランチ２０を含む。１２個のブランチ２０の電極２８のうちいくつかは体の異
なる肢体に配置されるように構成され、そして、１２個のブランチ２０の電極２８のうち
いくつかは、体の胸部に配置されるように構成される。本明細書において記載され及び／
又は例示された電極リードセットの具体例は、本明細書において記載され及び／又は例示
された３個の、５個の、１０個の、そして１２個のブランチの具体例に限定されず、むし
ろ体の複数の位置に複数の電極を配置するための複数のブランチを含んでいてもよい。
【００３０】
　各ブランチ２０の茎状部２６は、対応する電極２８が、体の対応する所望の位置に配置
されることを可能とする適切な長さを有していても良い。例えば、図１及び８の実施の形
態において、茎状部２６は、それぞれ、その長さが、約１５インチ（３８．１センチメー
トル）～約４８インチ（１２１．９センチメートル）である。他の具体例では、各茎状部
２６は、その長さが、約２０インチ（５０．８センチメートル）～約３２インチ（８１．
３センチメートル）である。各茎状部２６相対長さ、電極ハウジング１８及び／又は電極
２８のアレイのパターン、及び／又は当該アレイにおける互いに対する電極ハウジング１
８及び／又は電極２８のそれぞれの特定の位置は、所望の位置に各電極２８を配置するこ
とを容易にするように選択しても良い（分離可能な接合部２５により接合されている場合
であってもよいし若しくは分離されている場合であってもよい）。
【００３１】
　電極ハウジング１８に取り付けられて供給されるか若しくは販売されるかに拘わらず、
電極２８は、医療サービス提供者若しくは中間業者に対して、電極リードセット１０の一
部として販売若しくは提供されても良い。別の態様では、電極リードセット１０は、電極
２８と別に、医療サービス提供者若しくは中間業者に供給しても良いし、若しくは販売し
てもよい。そして、医療サービス提供者若しくは中間業者は、例えば、電極２８を体に取
り付ける直前に電極２８を電極ハウジング１８に供給又は提供しても良い。電極２８は、
電極リードセット１０の残りの部分とともにパックされ（パッド２６に取り付けられてい
るか否かに拘わらない）、若しくは別の態様では、電極リードセット１０は、電極２８を
含めることなくパックしても良いし、電極２８を別々にパッケージして提供しても良いし
、若しくは医療サービス提供者若しくは中間業者により提供しても良い。
【００３２】
　電極リードセット１０は、電極２８を含むか否かに拘わらず、適切なパッケージング材
料、例えば、以下に限定されるわけではないが、紙及び／又はプラスティック等を用いて
パックしてもよい。当該紙、プラスティック、及び／又は他の材料を、適切な材料、例え
ば以下に限定されるわけではないが、金属箔及び／又はワックス等でラミレート及び／又
は被覆してもよい。例えば、保存及び／又は搬送の間、電極リードセットの一部へのダメ
ージ、汚染、及び／又は劣化を防止することを容易にするため、電極リードセット１０を
パックするために使用されるパッケージング材料を密閉してもよい。パッケージ材料は、
適切な構造及び／又は手段、例えば、以下に限定されるわけではないが、熱、接着剤、圧
着及び／又は密閉することができる他の固定機構等を用いて密閉しても良い。例えば、保
存及び／又は搬送の間、電極リードセット１０の一部へのダメージ、汚染、劣化を防止す
ることを容易にするため、パッケージ材料を密閉してシールしてもよい。さらに、密閉し
てシールすることに加えて、電極リードセット１０を真空パッケージしてもよい。電極リ
ードセット１０の一部若しくは全体をパッケージ前に殺菌し及び／又は消毒しても良い。
【００３３】
　ある実施の形態では、電極リードセット１０は、一回のみの使用が意図されている点で
使い捨て可能である。本明細書において使用されるように、用語”使い捨て可能”及び”
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一回使用”は、使い捨て可能で一回使用の電極リードセット１０が、唯一人の患者のため
に使用されその後廃棄されることを意味することを目的としている。例えば、使い捨て可
能で一回使用の電極リードセット１０を、唯一人の患者に対して唯一回の処置（具体的に
はＥＣＧ測定）のために使用してその後廃棄してもよい。別の態様では、使い捨て可能で
電極リードセット１０を、唯一人の患者に対して複数回の処置（具体的には、複数のＥＣ
Ｇ測定。当該複数の測定は同じタイプの処置であっても良いし、若しくは複数の処置のい
くつか若しくは全てが異なるタイプであってもよい）のために使用して、その後廃棄して
もよい。一人の患者に対して複数の処置のために使用されたとき、当該使い捨て可能で一
回使用の電極リードセット１０は、全体として、唯一人の患者に取り付けられる。しかし
ながら、使い捨て可能で一回使用の電極リードセット１０の電極２８のいくつかは、その
茎状部２６の可能な範囲内で、唯一人の患者に対して再配置して、異なる処置タイプのた
めに異なる測定位置を適用しても良いし、及び／又はより正確な測定を行っても良い。換
言すれば、電極リードセット１０は、電極２８の全てが患者の体から取り除かれるまで、
概して、患者の体から取り除かれたとは考えない。
【００３４】
　電極２８は、一回の処置若しくは複数回の処置の後、使い捨て可能で一回使用の電極リ
ードセット１０の他の部分とともに廃棄してもよい。電極リードセット１０を使い捨て可
能で一回使用として提供すること及び／又は構成することが容易となるように、電極リー
ドセット１０の材料、サイズ、形状、厚さ及び／又は他の特性、属性等を選択しても良い
。電極リードセット１０を使い捨て可能で一回使用として提供及び／又は構成することを
容易とするため、例えば、以下に限定されるわけではないが、リボンケーブルコア１２の
一部、例えばブランチ２０等を含め、リボンケーブルコア１２の材料、サイズ、形状、厚
さ、及び／又は他の特性、属性等を選択しても良い。例えば、患者間の感染を低減若しく
は防止しようとすることを容易とするため、及び／又は、殺菌及び／又は消毒プロセスに
起因するオペレーションコスト、時間及び／又は負荷を低減若しくは防止しようとするこ
とを容易とするため、電極リードセット１０を使い捨て可能で一回使用として構成、提供
しても良い。
【００３５】
　図９は、本明細書において記載され例示された電極リードセットを用いる方法４００の
ある実施の形態を示している。当該方法４００は、使用のため、唯一人の患者に、使い捨
て可能で一回使用の電極リードセット１０を準備する工程４０２と、近接するブランチ２
０から複数のブランチ２０のそれぞれを分離する工程４０４と、電極ハウジング１８及び
対応する電極２８の各対を互いに独立して患者の体の所望の対応位置に配置する工程４０
６と、を有する。他のブランチ２０のいくつか若しくは全てを分離する前に、各ブランチ
２０を引き剥がしてもよいし４０４、そして配置してもよい４０６（具体的には、ブラン
チ２０を連続して任意の順番で分離しても良いし４０４、そして配置してもよいし４０６
、若しくは２以上のブランチ２０を他のブランチ２０のいくつかを分離する前に、分離し
ても良いし４０４、配置しても良い４０６）。別の態様では、ブランチ２０の全てを任意
のものを配置する４０６前に分離する４０４。当該方法４００は、また、使い捨て可能で
一回使用の電極リードセット１０を用いて患者に対して処置を施す工程４０８を含んでい
る。任意ではあるが、当該方法４００は、使い捨て可能で一回使用の電極リードセット１
０を患者の体から取り外す工程４１０、及び当該セット１０を使用して患者の体に唯一回
の処置を施した後４０８、当該使い捨て可能で一回使用の電極リードセット１０を廃棄す
る工程４１２を含んでいてもよい。取り外し工程４１０には、患者の体から電極２８の全
てを取り除くことが含まれる。さらに、当該方法は、別の態様では、患者の体から使い捨
て可能で一回使用の電極リードセット１０の全部を取り除くことなく当該患者に対して一
以上の他の処置（当該処置のいくつか若しくは全部が同じ若しくは異なる処置タイプであ
るかに拘わらない）を施す工程４１４と、患者に全ての処置を施した後４０８、４１４に
患者の体から使い捨て可能で一回使用の電極リードセット１０を取り除く工程４１６と、
取り外し工程４１６の後、使い捨て可能で一回使用の電極リードセット１０を廃棄する工
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程４１８とを含んでいても良い。取り外し工程４１６は、患者の体から電極２８の全部を
取り外すことを含んでいる。ある実施の形態では、１以上の電極２８を処置と処置との間
に当該患者の体に再配置してもよい。当該方法４００は単に例示である。本明細書におい
て記載され若しくは例示された使い捨て可能で一回使用の電極リードセットの具体例は、
具体的な方法４００に限定されない。
【００３６】
　図１０は、本明細書において記載され例示された電極リードセットの具体例が一緒に使
用される（これに限定されるわけではない）ある実施の形態に係るＥＣＧシステム１００
０の概略図である。当該ＥＣＧシステム１０００には、電極リードセット１０及びＥＣＧ
モニタリングデバイス１００２が含まれる。電極リードセット１０のベース部２２は、各
電極２８の導電性パスウェイ３０が、ＥＣＧモニタリングデバイス１００２の１以上の対
応する回路（不図示）に電気的に接続されるように、ＥＣＧモニタリングデバイス１００
２に接続される。導電性パスウェイ３０とＥＣＧモニタリングデバイス１００２との電気
接続を容易にするため、導電性パスウェイ３０をジャケット３６（図２）から露出しても
よい。当該セット１０のベース部２２は、ＥＣＧモニタリングデバイス１００２に直接接
続してもよいし、上記実施の形態に示されるように、適切な拡張部１００６を使用して当
該デバイス１００２に接続してもよい。ＥＣＧモニタリングデバイス１００２は、未処理
の電子データを電極２８から、意味のあるＥＣＧ情報へ変換するためシグナル処理及びコ
ンピュータオペレーションを実行することができる適切な処理装置であってもよい。当該
ＥＣＧ情報は、モニター１００４にディスプレイされ及び／又は外科医のリビューのため
にプリントアウトされる。
【００３７】
　図１及び１０を参照する。作動時、リボンケーブルコア１２のベース部２２は、患者の
体の上に若しくは近接して配置される。リボンケーブルコア１２は、その後、複数のブラ
ンチ２０、例えば以下に限定されるわけではないが一度に各ブランチ２０へ分離される。
近接するブランチ２０から分離されると、各ブランチ２０は、患者の体の所望の位置に、
対応する電極２８が配置されるよう取り扱われる。図１０の実施の形態では、電極２８ａ
は、心臓に近接する患者の体の胸部領域に配置され、そして電極２８ｂは、ＡＨＡの所定
の肢体位置ＲＡ、ＬＡ、ＲＬ及びＬＬにおいて患者の体に配置される。しかしながら、Ｅ
ＣＧシステム１０００は、５つの電極２８を使用することに限定されず、示された特定の
位置に限定されない。そして、各電極２８は、示された対応する位置に配置されることに
限定されない。むしろ、ＥＣＧシステム１０００は、ＥＣＧ測定を実行するため患者の体
の適切な位置にそれぞれ配置される電極１８をいくつ使用してもよい。図１０に示された
、セット１０の電極２８がそのような位置に配置される特定の配置は、単に例示であるこ
とを意味する。例えば、セット１０は、程度の差はあるが、５以上のブランチ２０及び電
極２８を含んでいてもよく、及び／又は、当該システム１０は、１以上の電極リードセッ
ト（具体的には、胸部領域につき１つのセット及び／又は肢体につき異なる１つのセット
）を用いてもよい。示された位置に加えて又はこれに代えて、示されたものと異なる配置
（具体的には、胸部領域及び／又は肢体上の異なる位置）を利用してもよい。さらに、図
１０に示されたいくつかの若しくは全ての電極２８の位置は、セット１０の１以上の電極
２８が、図１０に示された位置のうち図１０に示されたのと異なる位置を占めるように、
セット１０の１以上の電極２８と交換してもよい。当該実施の形態においては、各電極２
８は、体の唯一つの特定位置（直前の文章において示されているように、図１０に示され
たものと異なる位置である。）に配置されるように意図されている。しかしながら、別の
態様では、セット１０のいくつかの若しくは全ての電極２８の位置は、交換可能であって
も良い。
【００３８】
　一旦電極２８の全てが患者の体の所望の位置に配置されると、ＥＣＧモニタリングデバ
イス１００２は、電極２８の電気信号を受信し、当該信号を意味のあるＥＣＧ情報に変換
する。ある実施の形態では、電極リードセット１０は、一回のＥＣＧ処置が患者に対して
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実行された後廃棄されるか、若しくは、複数のＥＣＧ処置が同じ患者に対して実行された
後廃棄される。
【００３９】
　別の実施の形態においては、図１１に示されるように、導電性パスウェイ３０は、持ち
運び用患者モニター１１０２に電気的に接続される。図１１は、ここに記載され例示され
た電極リードセットの具体例が一緒に使用された（これに限定されるわけではない）、あ
る実施の形態に係るＥＣＧシステム１１００の概略図である。当該持ち運び用患者モニタ
ー１１０２は、信号の処理及びコンピュータオペレーションを実行し、電極２８からの未
処理の電気信号を意味のあるＥＣＧ情報に変換する適切な処理装置であってもよい。当該
ＥＣＧ情報は、モニター１１０４上にディスプレイされ及び／又は外科医のリビューのた
めプリントアウトされる。他の実施の形態では、当該導電性パスウェイ３０は、ＥＣＧシ
グナルが、ワイヤレス接続により持ち運び用患者モニター１１０４に伝送されるように、
及び／又はＥＣＧモニタリングデバイス１００２（図１０）に伝送されるように、ワイヤ
レストランシーバー（不図示）に電気的に接続されている。
【００４０】
　上述の実施の形態は、絡まる可能性が小さく異なるサイズ及び／又は形状を有する患者
の体に適合され及び／又は患者間の感染を減少させることを容易にする導電性パスウェイ
を有する電極リードセットを提供する。
【００４１】
　電極リードセットの具体例は、ＥＣＧシステムとともに使用するように、ここに記載さ
れ例示されているけれども、ここで記載され例示された電極リードセットの具体例は、Ｅ
ＣＧ測定を実行するためのＥＣＧシステムとともに使用される場合に限定されない。むし
ろ、ここで記載され例示された電極リードセットの具体例は、生理学的情報を計測するた
め若しくは生理学的処置を施すための、例えば以下に限定されるわけではないが脳電図（
ＥＥＧ）処置を施すため、筋肉及び／又は神経の刺激及び／又は治療のため、及び／又は
電気生理学的処置を施すためのシステムとともに使用してもよい。いくつかの実施の形態
では、ここで記載され例示された電極リードセットは、複数の異なるタイプの生理学的測
定及び／又は処置を施すために使用されるハイブリッド装置であってもよい。
【００４２】
　本発明は、様々な具体的実施例として記載されるが、当業者であれば本発明は当該クレ
ームの精神及び範囲内で修正して実行することができることは理解されよう。
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